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ご
あ
い
さ
つ

平
成
十
八
年
一
月
、
福
知
山
市
は
三
和
町
、
夜
久
野
町
、
大
江
町
と
合
併
し
、
こ
れ
ま
で
各
町
が
進
め
て
き
た
特
徴
あ
る
文
化
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
の
市
制
施
行
七
十
周
年
を
経
て
、
今
年
は
合
併
六
年
目
と
な
り
ま
す
が
、「
北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る
創

造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
今
、
八
万
二
千
市
民
の
英
知
を
結
集
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て
文
化
の
栄
え
る
ふ
る
さ
と
福
知
山
を
思
う
と
き
、
そ
の
源
に
水
清
い
由
良
川
、
緑
深
い
山
々
の

姿
が
浮
か
び
ま
す
。
こ
の
は
る
か
悠
久
の
時
代
か
ら
続
く
大
地
と
大
気
の
中
で
先
人
は
未
来
を
信
じ
、
そ
の
時
を
精
一
杯
生
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
思
い
は
今
の
私
た
ち
に
文
化
財
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

未
来
へ
の
創
造
の
た
め
に
は
、
夢
と
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
前
を
向
い
て
歩
み
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
時
に
は

来
し
方
を
振
り
返
り
足
跡
を
確
認
す
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
住
む
人
々
の
誇
り
と
愛
着
、
熱
意
と
行
動

力
が
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
新
た
な
力
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
歴
史
や
文
化
は
そ
の
思
い
を
高
め
る
最
も
強
い
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
も
の
で
す
。

新
た
な
福
知
山
市
の
誕
生
か
ら
五
年
と
い
う
区
切
り
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
福
知
山
市
の
誇
る
歴
史
と
文
化
を
改
め
て
見
直
す

機
会
と
し
て
本
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。

本
書
が
未
来
へ
つ
な
が
る
福
知
山
の
飛
躍
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
三
年
四
月
三
十
日

福
知
山
市
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松
　
山
　
正
　
治



３

ご
あ
い
さ
つ

福
知
山
市
は
約
半
世
紀
前
の
昭
和
三
十
八
年
に
京
都
府
下
の
他
市
に
先
駆
け
て
「
福
知
山
市
文
化
財
保
護
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
、

文
化
財
保
護
審
議
会
を
設
置
し
、
い
ち
早
く
文
化
財
保
護
行
政
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
内
各
地
に
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
有
形
・
無
形
の
資
料
を
調
査
し
て
、
文
化
財
の
指
定
を
行
い
、
歴
史
・
文
化
の
保

全
と
保
護
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
資
料
の
特
別
展
示
、
文
化
財
図
録
、
文
化
財
マ
ッ
プ
等
の
刊
行
を
行
い
、
市
民
の
皆
様

に
ふ
る
さ
と
福
知
山
市
の
悠
久
の
歴
史
を
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
一
月
、
一
市
三
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
た
な
福
知
山
市
で
は
、
旧
三
町
指
定
文
化
財
を
引
継
ぎ
、
総
数
二
〇

〇
件
を
越
え
る
京
都
府
下
有
数
の
充
実
し
た
資
料
を
得
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
今
の
世
界
的
な
構
造
変
化
に
よ
り
、
日
本
の
社
会
も
こ
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
に
呑
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
経
済
性

重
視
の
中
で
地
域
の
力
は
奪
い
取
ら
れ
、
先
人
が
長
い
年
月
の
中
で
培
っ
て
き
た
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
急
速
に
失
わ
せ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
、
歴
史
に
目
を
向
け
、
こ
れ
ら
を
応
用
・
活
用
し
、
市
民
の
皆
様

が
文
化
財
を
身
近
に
接
す
る
機
会
を
創
造
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
観
光
振
興
や
都
市
計
画
と
の
深
い
連
携
を
持
て
ば

地
域
に
力
を
取
り
も
ど
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る
核
と
な
り
得
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

本
図
録
は
前
回
平
成
六
年
に
刊
行
し
た
福
知
山
市
文
化
財
図
録
を
補
完
す
る
補
遺
版
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
、
主
に
三
和
町
、
夜

久
野
町
、
大
江
町
と
の
合
併
後
、
新
た
な
福
知
山
市
の
遺
産
と
な
っ
た
文
化
財
を
所
収
し
た
も
の
で
す
。

文
化
財
は
先
人
た
ち
が
作
り
上
げ
た
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
次
世
代
へ
受
け
継
い
で
い
く
国
民
共
有
の

財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
更
な
る
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
な

ら
び
に
御
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
四
月
三
十
日

福
知
山
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　
　
荒
　
木
　
　
　
尚
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凡
　
例

一
、
本
書
は
、
福
知
山
市
に
所
在
す
る
指
定
文
化
財
の
図
録
（
補
遺
版
）
で
あ
る
。

指
定
文
化
財
は
、
国
・
府
・
市
の
指
定
し
た
も
の
す
べ
て
を
合
む
。

二
、
本
書
に
所
収
す
る
指
定
文
化
財
は
、
平
成
九
年
刊
行
『
福
知
山
市
文
化
財
図
録

「
文
化
財
が
語
る
福
知
山
の
歴
史
」』
に
未
掲
載
の
平
成
九
年
三
月
三
一
日
以
降
、
平

成
二
三
年
三
月
三
一
日
時
点
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
、
お
よ
び
平
成
一
八
年
一

月
に
福
知
山
市
、
三
和
町
、
夜
久
野
町
、
大
江
町
に
よ
る
一
市
三
町
合
併
に
伴
っ
て

福
知
山
市
の
指
定
と
な
っ
た
文
化
財
で
あ
る
。

指
定
文
化
財
の
件
数
は
合
計
二
〇
六
件
で
、
内
訳
は
巻
未
の
指
定
文
化
財
一
覧
の
と

お
り
で
あ
る
。

指
定
区
分
に
つ
い
て
は
、
通
例
に
従
い
建
造
物
、
美
術
工
芸
品
、
無
形
民
俗
文
化
財
、

有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
、
天
然
記
念
物
に
区
分
し
た
。

美
術
工
芸
品
は
、
さ
ら
に
、
絵
画
、
彫
刻
、
考
古
資
料
、
工
芸
品
、
古
文
書
、
書
籍
・

典
籍
に
細
分
し
た
。
な
お
、
過
去
の
指
定
の
際
に
石
造
物
と
し
て
指
定
し
た
も
の
が
あ

る
が
、
本
書
で
は
通
例
に
従
い
建
造
物
、
彫
刻
に
分
類
し
て
記
載
し
た
。

巻
末
の
指
定
文
化
財
一
覧
の
備
考
欄
参
照
。

三
、
指
定
種
別
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、（

）
書
き
の
と
お
り

省
略
す
る
場
合
が
あ
る
。

国
指
定
重
要
文
化
財
（
国
指
定
）

国
重
要
美
術
品
（
国
重
美
）

国
登
録
有
形
文
化
財
（
国
有
形
）

国
登
録
記
念
物
（
国
記
念
）

京
都
府
指
定
文
化
財
（
府
指
定
）

京
都
府
登
録
文
化
財
（
府
登
録
）

京
都
府
文
化
財
環
境
保
全
地
区（
府
環
境
）
京
都
府
選
定
文
化
的
景
観（
府
景
観
）

福
知
山
市
指
定
文
化
財
（
市
指
定
）

福
知
山
市
重
要
資
料
（
市
重
要
）

な
お
、
国
重
要
美
術
品
・
府
登
録
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
一
部
重
複
し
て
市
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

四
、
本
書
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
福
知
山
市
教
育
委
員
会
が
行
い
実
務
を
八
瀬
正
雄
が

担
当
し
た
。

一
、
図
版
写
真
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
を
新
規
に
福
知
山
市
教
育
委
員
会
が
映
像
工

房
出
水
と
委
託
契
約
を
締
結
し
て
撮
影
を
行
っ
た
。

た
だ
し
、
以
下
の
六
件
　
４９
カ
ッ
ト
に
つ
に
つ
い
て
は
写
真
を
借
用
い
た
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

４
ー

１
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
大
智
寺
）
…
…
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

４
ー

２
　
木
造
天
部
立
像
（
大
智
寺
）
…
…
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

４
ー

３
　
破
損
木
造
仏
像
群
（
大
智
寺
）
…
…
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

５
ー

２５

木
造
金
剛
力
士
像
（
観
音
寺
）
…
…
三
光
堂
写
真
館

６
ー

２６

丹
波
の
漆
か
き
（
丹
波
漆
生
産
組
合
）
…
…
丹
波
漆
生
産
組
合

６
ー

２７

丹
後
二
俣
紙
（
丹
後
二
俣
紙
保
存
会
）
…
…
丹
後
二
俣
紙
保
存
会

二
、「
仏
教
美
術
を
中
心
と
す
る
福
知
山
市
の
文
化
財
」
に
つ
い
て
は
、
同
志
社
大

学
文
学
部
教
授
　
井
上
一
稔
氏
（
福
知
山
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
に
特
別

に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

三
、
図
版
解
説
に
つ
い
て
は
、
１
ー

１
、
２
を
小
滝
篤
夫
氏
（
福
知
山
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
）
に
、
２
ー

２
、
３
ー

１
〜
６
、
４
ー

１
〜
３
、
５
ー

９
〜
２７
、
５
ー

２９

〜
３１
、
６
ー

８
〜
１１
を
井
上
一
稔
氏
（
福
知
山
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
に

執
筆
い
た
だ
い
た
。

こ
の
他
に
つ
い
て
は
、
指
定
調
査
資
料
と
下
記
の
文
献
を
参
考
に
福
知
山
市
教

育
委
員
会
に
て
作
成
し
た
。

ま
た
、
京
都
府
の
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
文
献
ア
よ
り
一
部
を
引

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
引
用
部
分
に
関
す
る
、
内
容
等
に
誤
り
の
あ
っ
た
場
合

の
責
任
は
、
福
知
市
教
育
委
員
会
に
あ
る
。

ア
『
京
都
の
文
化
財
第
一
〜
二
一
集
』
京
都
府
教
育
委
員
会
一
九
八
二
〜
二
〇
一
〇

イ
『
京
都
の
美
術
工
芸
（
中
丹
編
）』（
財
）
京
都
府
文
化
財
保
護
基
金
一
九
八
一

ウ
『
京
都
の
社
寺
建
築
（
中
丹
編
）』（
財
）
京
都
府
文
化
財
保
護
基
金
一
九
八
一

エ
『
福
知
山
市
の
指
定
文
化
財
』
福
知
山
市
教
育
委
員
会
一
九
八
ニ

オ
『
福
知
山
市
史
第
二
巻
』
福
知
山
市
一
九
八
ニ

カ
『
福
知
山
市
史
第
三
巻
』
福
知
山
市
一
九
八
四

キ
『
福
知
山
市
史
史
料
編
一
』
福
知
山
市
一
九
七
八

ク
『
三
和
町
史
上
巻
（
通
史
編
）』
三
和
町
一
九
九
五

ケ
『
夜
久
野
町
史
第
二
巻
資
料
編
』
福
知
山
市
二
〇
〇
六

コ
『
大
江
町
史
通
史
編
上
巻
』
大
江
町
一
九
八
三

サ
『
ふ
る
さ
と
三
和
の
文
化
財
』
三
和
町
教
育
委
員
会
二
〇
〇
五

シ
『
夜
久
野
の
文
化
財
』
夜
久
野
町
教
育
委
員
会
二
〇
〇
三

ス
『
大
江
の
文
化
財
』
大
江
町
教
育
委
員
会
一
九
八
七

◎
表
紙
題
字
　
福
知
山
市
長
　
松
山
正
治
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指
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の
歴
史
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二
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の
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第
三
章
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の
平
安
仏

第
四
章
　
大
智
寺
の
破
損
平
安
仏
像
群

第
五
章
　
中
世
仏
教
美
術
の
隆
盛

第
六
章
　
城
下
町
の
時
代
と
山
村
の
文
化
財

第
七
章
　
近
代
化
遺
産
の
展
開

二
、
特
別
寄
稿
　
「
仏
教
美
術
を
中
心
と
す
る
福
知
山
市
の
文
化
財
」
…
…
…
…
…
…
…
…
９７

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
　
　
井
上
一
稔

三
、
図
版
解
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１０７

付
一
、
指
定
文
化
財
一
覧
表
お
よ
び
指
定
文
化
財
点
数
一
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１２９

付
二
、
文
化
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用
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解
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…
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福
知
山
市
指
定
文
化
財
図
録
図
版
目
次

第
一
章
　
福
知
山
の
黎
明
と
自
然
・
景
観
（
太
古
、
古
代
）

１
　
夜
久
野
町
内
採
取
化
石
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
括
　
　

夜
久
野
町
化
石
・
郷
土
資
料
館

２
　
夜
久
野
玄
武
岩
柱
状
節
理
　
　
　
天
然
記
念
物
　
府
指
定
　
　
　
　
　
　
小
倉

３
　
稲
荷
神
社
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
稲
荷
神
社

４
　
生
野
神
社
の
ケ
ヤ
キ
　
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
生
野
神
社

５
　
多
保
市
大
池
の
マ
ル
バ
ヤ
ナ
ギ
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
多
保
市
大
池

６
　
長
安
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
　
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
長
安
寺

７
　
大
歳
神
社
の
ス
ギ
　
　
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
対
二
本
　
大
歳
神
社

８
　
三
嶽
神
社
の
ケ
ヤ
キ
　
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
三
嶽
神
社

９
　
三
岳
山
の
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
三
岳
山

１０

三
岳
山
の
ウ
ラ
ゲ
ト
チ
ノ
キ
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
三
岳
山

１１

八
幡
神
社
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
八
幡
神
社

１２

有
徳
神
社
の
カ
ツ
ラ
　
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
組
三
本
　
有
徳
神
社

１３

六
柱
神
社
の
カ
ゴ
ノ
キ
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
六
柱
神
社

１４

六
柱
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
六
柱
神
社

１５

轟
水
満
宮
の
モ
ミ
　
　
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
轟
水
満
宮

１６

柿
本
観
音
堂
の
タ
ブ
ノ
キ
　
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
柿
本
観
音
堂

１７

井
田
共
同
墓
地
の
シ
ラ
カ
シ
　
　
天
然
記
念
物
　
市
指
定
　
　
一
本
　
　
井
田
共
同
墓
地

１８

才
ノ
神
の
フ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
天
然
記
念
物
　
府
指
定
　
　
一
本
　
　
才
ノ
神

１９

毛
原
の
棚
田
景
観
　
　
　
　
　
　
文
化
的
景
観
　
府
選
定
　
　
　
　
　
　
毛
原

２０

大
原
の
産
屋
の
里
景
観
　
　
　
　
文
化
的
景
観
　
府
選
定
　
　
　
　
　
　
大
原

第
二
章
　
神
々
の
姿

１
　
長
者
森
古
墳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
跡
　
　
　
府
指
定
　
　
一
基
　
　
市
立
育
英
小
学
校

２
　
木
造
随
身
像
、
木
造
男
神
像
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
二

梅
田
神
社

第
三
章
　
山
陰
道
丹
波
国
・
丹
後
国
の
平
安
仏
（
平
安
時
代
）

１
　
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
国
指
定
　
　
一

宮
垣
薬
師
堂

２
　
木
造
観
音
菩
薩
立
像
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

旧
大
日
寺
跡

３
　
木
造
薬
師
如
来
坐
像
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

桑
村
薬
師
堂

４
　
木
造
千
手
観
音
菩
薩
立
像
、
不
動
明
王
立
像
、
毘
沙
門
天
立
像

彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
三

柿
本
観
音
堂

５
　
銅
造
天
部
立
像
　
　
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

羽
白
門
所
お
堂

６
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

常
光
寺

第
四
章
　
大
智
寺
の
破
損
平
安
仏
像
群
（
平
安
時
代
）

１
　
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

大
智
寺

２
　
木
造
天
部
立
像
　
　
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

大
智
寺

３
　
破
損
木
造
仏
像
群
　
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
十
二

大
智
寺

第
五
章
　
中
世
仏
教
美
術
の
隆
盛
（
鎌
倉
、
室
町
、
南
北
朝
時
代
）

１
　
宝
篋
印
塔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
野
際
共
同
墓
地

２
　
宝
篋
印
塔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
龍
源
寺
　

３
　
宝
篋
印
塔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
長
福
寺

４
　
宝
篋
印
塔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
上
川
合
日
向

５
　
宝
篋
印
塔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
瑞
林
寺

６
　
宝
篋
印
塔
・
六
地
蔵
石
憧
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
各
一
基
　
　
喜
代
見
神
社

７
　
宝
篋
印
塔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
小
倉
塔
の
山

８
　
梵
字
塔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
小
倉

９
　
絹
本
著
色
種
子
金
剛
界
大
日
如
来
像

絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
観
音
寺（
観
音
寺
）

１０

絹
本
著
色
薬
師
十
二
神
將
像
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
観
音
寺（
観
音
寺
）

１１

絹
本
著
色
仏
涅
槃
図
　
　
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
円
満
院

１２

絹
本
著
色
釈
迦
十
六
善
神
像
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
円
満
院

１３

絹
本
著
色
不
動
明
王
二
童
子
像
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
円
満
院

１４

絹
本
著
色
方
便
法
身
尊
像
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
栗
尾
公
会
堂

１５

絹
本
著
色
十
一
仏
図
　
　
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
観
音
寺（
南
山
）

１６

絹
本
著
色
弘
法
大
師
像
　
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
観
音
寺（
南
山
）

１７

絹
本
著
色
桜
花
不
動
三
尊
像
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
観
音
寺（
南
山
）

１８

絹
本
著
色
虚
空
蔵
菩
薩
像
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
観
音
寺（
南
山
）

１９

絹
本
著
色
孔
雀
明
王
像
　
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
観
音
寺（
南
山
）

２０

絹
本
著
色
清
園
寺
縁
起
　
附
清
園
寺
略
縁
起

絵
画
　
　
　
府
指
定
　
　
一
幅
　
　
清
園
寺

２１

絹
本
著
色
弁
財
天
像
　
　
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
個
人



７

２２

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
観
音
菩
薩
立
像
、
勢
至
菩
薩
立
像

彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
三

瑞
光
寺

２３

木
造
釈
迦
如
来
坐
像
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

清
太
院

２４

木
造
千
手
観
音
菩
薩
立
像
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

山
中
観
音
堂

２５

木
造
金
剛
力
士
像
　
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
二

観
音
寺（
南
山
）

２６

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

浄
仙
寺

２７

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

浄
仙
寺

２８

矢
谷
経
塚
出
土
遺
物
　
　
　
　
　
　
考
古
資
料
　
市
指
定
　
　
一
括
　
　
福
知
山
市

２９

石
造
狛
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
市
指
定
　
　
一
対
　
　
熊
野
神
社

３０

懸
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
府
登
録
　
　
六
面
　
　
如
来
院

３１

懸
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
府
登
録
　
　
三
二
面
、
一熊

野
神
社

３２

丹
波
室
尾
谷
山
観
音
寺
略
年
代
記
　
古
文
書
　
　
市
指
定
　
　
一
冊
　
　
観
音
寺（
南
山
）

３３

丹
州
加
佐
郡
河
守
之
内
南
山
分
室
谷
寺
御
検
地
帖

古
文
書
　
　
市
指
定
　
　
一
冊
　
　
観
音
寺（
南
山
）

３４

観
音
寺
文
書
（
寺
領
寄
進
状
、
安
堵
状
他
）

古
文
書
　
　
市
指
定
　
一
七
冊
　
　
観
音
寺（
南
山
）

３５

丹
後
国
加
佐
郡
河
守
之
内
二
叉
村
御
検
地
帳
写

古
文
書
　
　
市
指
定
　
　
一
冊
　
　
個
人

３６

観
音
寺
聖
教
文
書
類
　
　
　
　
　
　
典
籍
　
　
　
府
指
定二

四
一
五
点
　
　
観
音
寺（
観
音
寺
）

３７

石
原
城
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
跡
　
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
洞
玄
寺

３８

経
ヶ
端
城
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
跡
　
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
上
川
合
日
後

第
六
章
　
城
下
町
の
時
代
と
山
村
の
文
化
財
（
安
土
・
桃
山
時
代
、
江
戸
時
代
）

１
　
大
原
神
社
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
、
附
棟
札
一
枚
、
摂
社
火
神
神
社
本
殿
、
附
覆
屋
、

末
社
水
門
神
社
本
殿
、
絵
馬
殿
　
　
建
造
物
　
　
府
指
定
　
　
六
棟
　
　
大
原
神
社

２
　
梅
田
神
社
本
殿
、
摂
社
春
日
神
社
本
殿
、
摂
社
西
宮
神
社
本
殿
・
附
棟
札
二
枚

建
造
物
　
　
府
登
録
　
　
三
棟
　
　
梅
田
神
社

３
　
高
倉
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
府
登
録
　
　
一
棟
　
　
高
倉
神
社

４
　
大
信
寺
山
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
棟
　
　
大
信
寺

５
　
瑞
林
寺
山
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
重
要
　
　
一
棟
　
　
瑞
林
寺

６
　
徳
本
和
尚
利
剣
名
号
碑
　
　
　
　
　
建
造
物
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
寺
尾

７
　
石
造
青
面
金
剛
像
　
　
　
　
　
　
　
彫
刻
　
　
　
市
重
要
　
　
一

柿
本
観
音
堂

８
　
木
造
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
　
　
彫
刻
　
　
　
市
指
定
　
　
一

観
音
寺
（
南
山
）

９
　
紙
本
金
地
著
色
浜
松
図
　
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
双
　
　
浄
仙
寺

１０

絹
本
仏
涅
槃
図
　
　
　
　
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
一
幅
　
　
常
光
寺

１１

紙
本
大
江
山
鬼
退
治
之
図
　
　
　
　
絵
画
　
　
　
市
指
定
　
　
七
枚
　
　
鬼
ヶ
茶
屋

１２

神
輿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
市
指
定
　
　
一
基
　
　
十
倉
神
社

１３

梵
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
市
重
要
　
　
一
口
　
　
長
安
寺

１４

梵
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
市
重
要
　
　
一
口
　
　
頼
光
寺

１５

梵
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
市
重
要
　
　
一
口
　
　
天
寧
寺

１６

梵
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
市
重
要
　
　
一
口
　
　
醍
醐
寺

１７

梵
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
芸
品
　
　
市
重
要
　
　
一
口
　
　
常
光
寺

１８

丹
波
西
国
三
十
七
所
道
中
記
版
木
　
附
保
存
容
器

工
芸
品
　
　
市
指
定
　
　
四
枚
　
　
常
楽
寺

１９

春
日
神
社
棟
札
　
　
　
　
　
　
　
　
古
文
書
　
　
市
指
定
　
　
一
冊
　
　
春
日
神
社

２０

辻
区
有
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
文
書
　
　
市
指
定
　
四
五
通
　
　
辻
自
治
会

２１

赤
井
忠
家
徳
政
令
免
状
　
　
　
　
　
古
文
書
　
　
市
重
要
　
　
一
通
　
　
妙
龍
寺

２２

宗
憲
入
道
肖
像
画
　
附
夜
久
家
系
譜

古
文
書
　
　
市
指
定
　
　
二
点
　
　
個
人

２３

備
蓄
銭
・
壺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
古
資
料
　
市
指
定
　
六
二
一
五
枚
、
一
口

個
人

２４

大
身
の
ヤ
ン
ゴ
踊
　
　
　
　
　
　
　
無
形
民
俗
　
府
登
録
・
市
指
定
　
　
大
身

２５

額
田
の
ダ
シ
行
事
　
　
　
　
　
　
　
無
形
民
俗
　
府
登
録
・
市
指
定
　
　
額
田
　
　

２６

丹
波
の
漆
か
き
　
　
　
　
　
　
　
　
無
形
民
俗
　
府
指
定
　
　
　
　
　
丹
波
漆
生
産
組
合

２７

丹
後
二
俣
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
形
民
俗
　
府
指
定
　
　
　
　
　
田
中
製
紙
工
業
所

２８

大
原
神
社
絵
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
有
形
民
俗
　
市
指
定
　
三
五
点
　
　
大
原
神
社

２９

大
原
の
産
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
形
民
俗
　
府
指
定
　
　
一
棟
　
　
大
原

第
七
章
　
近
代
遺
産
の
展
開

１
　
旧
平
野
家
住
宅
　
附
棟
札
一
枚
　
　
建
造
物
　
府
指
定
　
　
　
一
棟
　
　
北
有
路

２
　
惇
明
小
学
校
本
館
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
国
有
形
登
録
　
一
棟
　
　
内
記

３
　
桐
村
家
住
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
国
有
形
登
録
　
三
棟
　
　
六
十
内

４
　
芦
田
家
住
宅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
造
物
　
国
有
形
登
録
　
一
棟
　
　
下
柳
町

５
　
雲
原
砂
防
施
設
群
　
　
　
　
　
　
　
記
念
物
　
国
登
録
　
　
　
一
群
　
　
雲
原



宝山
（350m）

鉄鈷山
（718m）

野笹

桐村家文書

天田踊

若宮八満宮

福知山踊

京都縦貫自動車道

丹波市

朝来市

宮津市

舞鶴市

京丹波町

兵 庫 県
 篠山市

牧川

国道173号

豊岡市

長尾

日ノ尾

谷村

養泉寺
池の奥5号
キマダラルリツバメ

円応寺

与謝野町

大智寺

井田共同墓地のシラカシ

瑞光寺

玄武岩柱状節理

小倉　梵字塔

タブノキ
宮垣薬師堂

山中観音堂

瑞林寺

夜久野町化石郷土資料館

清太院

大油子大日堂
熊野神社

喜代見神社

長者森古墳

栗尾公会堂

法鷲寺

明覚寺

芦田家住宅

威光寺

三嶽神社のケヤキ
三嶽神社参道

円浄寺

中薬師堂

羽白お堂

雲原八幡宮のウラジロガシ

行積六柱神社のカゴノキ

丹波の漆かき

額田のダシ

円満院

桑村薬師堂

柿本観音堂

観音寺

頼光寺醍醐寺
長安寺
イチョウ

ウラゲトチノキ

アカガシ

天寧寺

大歳神社のスギ

生野神社のケヤキ

惇明小学校惇明小学校

正眼寺

桐村家住宅
丹波の漆かき

多保市大池のマルバヤナギ

上野稲荷神社のコウヨウザン

高倉神社

塔の山宝篋印塔　

有徳神社のカツラ

上河井宝篋印塔

龍源寺宝篋印塔

大原の産屋

大原神社

備蓄銭

轟水満宮のモミノキ

梅田神社

春日神社

長福寺宝篋印塔

経ヶ端城跡

徳本和尚名号碑

辻区有文書

丹波西国三十七所道中記

大身ヤンゴ踊り

旧平野家住宅

観音寺

才ノ神のフジ

丹後二俣紙

浄仙寺

常光寺

如来院
鬼ヶ茶屋

熊野神社

十倉神社

日本の鬼の交流博物館

志賀家

国指定重要文化財

福知山市指定文化財

京都府登録文化財
京都府指定文化財

京都府文化財環境保全地区

福知山市重要資料

８

指定文化財位置図
（大文字：本書所収の文化財）



一
、
図
　
　
版



ウミユリ�

アンモナイト（ヤクノセラス・ヌカタエンゼ）�

クモヒトデ�

ムラサキガイ、カガミガイ�

クルミ�

シリブトビシ�

ビカリア�

ミネトリゴネア・ヘギエンシス�

古生代ペルム（二畳）紀の化石�

中生代三畳紀の化石�

新生代新第三紀の化石�

新生代新第四紀の化石�

１０

第
一
章
　
福
知
山
の
黎
明
と
自
然
・
景
観

１-１　夜久野町内採取化石（福知山市夜久野町化石・郷土資料館　天然記念物２０）



２１

第
三
章
　
山
陰
道
丹
波
国
・
丹
後
国
の
平
安
仏

木造千手観音菩薩立像

３-４ 木造千手観音菩薩立像、不動明王立像、毘沙門天立像（柿本観音堂　彫刻２３）



２２

第
三
章
　
山
陰
道
丹
波
国
・
丹
後
国
の
平
安
仏

毘沙門天立像（柿本観音堂） 不動明王立像（柿本観音堂）

身部背面

衣紋拡大

３-５ 銅造天部立像（羽白門所お堂　彫刻３１）



３２

第
四
章
　
大
智
寺
の
破
損
平
安
仏
像
群

第
五
章
　
中
世
仏
教
美
術
の
隆
盛

（ヲ）仏形立像

５-１ 宝篋印塔（野際共同墓地　建造物３４）

共同墓地の塚状遺構

塚状遺構の中の宝篋印塔



４１

第
五
章
　
中
世
仏
教
美
術
の
隆
盛

５-１５ 絹本著色十一仏図（観音寺〈南山〉 絵画２３）



４４

第
五
章
　
中
世
仏
教
美
術
の
隆
盛

５-１８ 絹本著色虚空蔵菩薩像（観音寺〈南山〉 絵画２６）

絹本著色虚空蔵菩薩像厨子入状態



５６

第
五
章
　
中
世
仏
教
美
術
の
隆
盛

５-３０ 懸仏（如来院　工芸品３）

蔵王権現

虚空蔵菩薩

阿弥陀如来



５７

第
五
章
　
中
世
仏
教
美
術
の
隆
盛

薬師如来

釈迦如来

馬頭観音



５９

第
五
章
　
中
世
仏
教
美
術
の
隆
盛

１

３３

２

８６

９ １０ １１

１２ １３ １４

７



６９

第
六
章
　
城
下
町
の
時
代
と
山
村
の
文
化
財

６-３ 高倉神社本殿（高倉神社　建造物１０）

本殿正面

身舎組物

高倉神社全景（拝殿および覆屋） 本殿全景

身舎隅木の様子



７４

第
六
章
　
城
下
町
の
時
代
と
山
村
の
文
化
財

６-９ 紙本金地著色浜松図（浄仙寺　絵画２８）



７６

第
六
章
　
城
下
町
の
時
代
と
山
村
の
文
化
財

６-１１ 紙本大江山鬼退治ノ図（鬼ヶ茶屋　絵画３１）

三
、
三
　
翁

一
、
勅
　
命

四
、
二
瀬
川

二
、
出
　
発



７８

第
六
章
　
城
下
町
の
時
代
と
山
村
の
文
化
財

６-１２ 神輿（十倉神社　工芸品９）



７９

第
六
章
　
城
下
町
の
時
代
と
山
村
の
文
化
財

６-１３ 梵鐘（長安寺　工芸品１６）

６-１４ 梵鐘（頼光寺　工芸品１５）



８０

第
六
章
　
城
下
町
の
時
代
と
山
村
の
文
化
財

６-１５ 梵鐘（天寧寺　工芸品１８）

６-１６ 梵鐘（醍醐寺　工芸品１７）



９３

第
七
章
　
近
代
化
遺
産
の
展
開

７-１ 旧平野家住宅主屋　附棟札（北有路　建造物６）

平野家住宅全景

２階 つづき間 ２階 南西縁側

２階 茶室と水屋 中央階段



９４

第
七
章
　
近
代
化
遺
産
の
展
開

キングポストトラス小屋組

１階 つづき間 １階 上座敷

１階 上座敷 南面全景



９８

は
じ
め
に

夜
久
野
町
・
大
江
町
・
三
和
町
と
合
併
す
る
以
前
の
福
知
山
市
の
文
化
財
に
関
し
て
は
、
す
で

に
『
文
化
財
が
語
る
福
知
山
市
の
歴
史
』（
福
知
山
市
教
育
委
員
会
編
　
平
成
九
年
）
と
し
て
詳

細
な
図
録
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
に
は
鮮
や
か
な
写
真
の
他
、
中
野
玄
三
氏
に
よ
る
要
を

得
た
同
名
の
文
化
財
概
論
も
掲
載
さ
れ
、
旧
福
知
山
市
の
文
化
財
の
歴
史
的
な
意
義
を
理
解
す
る

好
書
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
び
平
成
一
八
年
の
新
し
い
福
知
山
市
の
誕
生
に
伴
い
、
夜
久
野
町
・
大
江
町
・
三
和
町

の
仏
教
美
術
を
中
心
と
し
た
指
定
文
化
財
の
確
認
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
調
査
結

果
を
中
心
と
し
て
、
ま
た
『
文
化
財
が
語
る
福
知
山
市
の
歴
史
』
や
各
町
史
の
成
果
を
参
照
し
な

が
ら
、
改
め
て
福
知
山
市
の
仏
教
美
術
を
概
観
し
て
み
た
い
。

一
、
仏
教
美
術
の
は
じ
ま
り

福
知
山
に
お
け
る
仏
教
美
術
の
は
じ
ま
り
と
し
て
は
、
白
鳳
寺
院
と
考
え
ら
れ
て
い
る
和
久
寺

廃
寺
（
和
久
寺
）
と
大
江
町
の
河
守
廃
寺
（
大
江
町
河
守
）
が
注
目
さ
れ
る
。

特
に
和
久
寺
廃
寺
は
遺
構
の
一
部
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
鹿
島
神
社
境
内
に
据
え

ら
れ
た
礎
石
は
塔
婆
の
心
礎
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
広
隆
寺
末
寺
帳
』
に
み

ら
れ
る
丹
波
国
天
田
郡
の
「
江
林
寺
」
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
意
見
が
あ
る
（
菱
田
哲

郎
「
秦
氏
の
寺
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」〈『
街
道
の
日
本
史
三
二
　
京
都
と
京
街
道
　
京
都
・
丹

波
・
丹
後
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
二
〉）。
こ
れ
よ
り
福
知
山
市
の
仏
教
文
化
の
始
ま
り
は
、
秦

氏
と
の
関
わ
り
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

奈
良
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
多
保
市
廃
寺
（
六
人
部
）
が
あ
る
。
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
こ
か
ら
六
人
部
小
学
校
に
移
転
し
た
と
い
う
礎
石
・
須
恵
器
片
や
布
目
瓦
が
出
土
し
て

い
る
。

こ
の
時
代
の
仏
教
美
術
に
関
し
て
は
伝
世
品
の
発
見
は
難
し
く
、
新
た
な
仏
教
関
係
遺
跡
の
発

見
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
神
像

現
在
指
定
に
な
っ
て
い
る
福
知
山
の
神
像
は
、
府
登
録
の
佐
々
木
神
社
（
下
佐
々
木
）
春
日
明

神
坐
像
、
一
宮
神
社
（
一
の
宮
）
男
神
坐
像
、
そ
し
て
三
和
町
辻
の
梅
田
神
社
の
随
身
像
・
男
神

像
（
図
版
２
ー

２
）
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
神
像
を
時
代
順
に
み
て
お
こ
う
。
一
の
宮
神
社
の
男
神
像
は
、
各
所
に
豪
快
な
彫
り

口
を
見
せ
る
本
格
的
な
一
木
彫
像
で
、
脚
部
も
厚
み
を
持
っ
た
し
っ
か
り
と
し
た
つ
く
り
を
見
せ

て
い
る
。
わ
が
国
の
神
像
が
平
安
後
期
以
後
に
脚
部
を
省
略
化
し
て
つ
く
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
本
像
は
わ
が
国
の
神
像
の
中
で
も
早
い
頃
に
位
置
し
、
制
作
期
は
十
世
紀
を
降
ら

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
続
く
神
像
は
時
代
が
開
く
が
、
佐
々
木
神
社
像
が
く
る
。
佐
々
木
神
社
像
は
像
底
に
墨

書
銘
文
が
あ
り
、
春
日
明
神
と
し
て
南
北
朝
時
代
の
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
十
一
月
に
造
ら
れ

た
こ
と
が
判
明
す
る
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。
写
実
的
な
老
相
の
面
貌
、
全
体
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
姿
な
ど
、
鎌
倉
彫
刻
の
伝
統
を
ひ
く
作
風
を
示
し
て
い
る
。

梅
田
神
社
の
男
神
像
（
図
版
２
ー

２
下
段
）
は
、
顔
の
肉
付
け
が
や
や
単
調
に
な
り
、
袖
口
が

厚
ぼ
っ
た
く
な
る
な
ど
の
点
か
ら
、
室
町
期
の
作
例
と
考
え
ら
れ
る
。
随
身
像（
図
版
２
ー

２
上
段
）

は
全
体
に
ま
と
ま
り
の
よ
さ
が
表
れ
る
点
か
ら
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
の
造
像
と
考
え
ら
よ
う
。

延
喜
式
神
名
帳
に
天
田
郡
で
は
生
野
神
社
・
庵
我
神
社
・
天
照
玉
命
神
社
・
荒
木
神
社
が
記
載

さ
れ
る
よ
う
に
、
当
地
方
に
は
古
く
よ
り
存
在
す
る
多
く
の
神
社
が
み
ら
れ
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
る

市
指
定
以
外
の
神
像
が
存
在
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
既
に
未
指
定
の
古
神
像
で
は
、
大
明
神
社

（
中
佐
々
木
）
や
威
光
寺
（
下
佐
々
木
）
に
そ
れ
ぞ
れ
五
躯
の
平
安
〜
鎌
倉
時
代
と
考
え
ら
れ
る

神
像
が
知
ら
れ
て
い
る
。
福
知
山
の
神
像
は
、
各
時
代
に
わ
た
り
造
像
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
調

査
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。

三
　
古
代
仏
像

丹
波
・
丹
後
で
九
世
紀
に
遡
る
仏
像
は
少
な
い
。
宮
津
の
金
剛
心
院
に
優
れ
た
如
来
立
像
が
伝

わ
る
が
、
他
に
こ
の
よ
う
な
古
像
は
稀
で
あ
る
な
か
、
長
安
寺
（
奥
野
部
）
に
薬
師
如
来
立
像

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授�

福
知
山
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員�



１１４

崗
岩
製
の
基
礎
、
塔
身
、
笠
石
、
相
輪
を
備
え
、
違
和
感
の
な
い
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
一
体
の
完
存
品
と
考
え
ら
れ
る
側
面
に
は
格
座

間
を
設
け
、
う
ち
一
面
に
「
文
和
二
癸
巳
（
一
三
五
三
）
十
一
月
十

六
敬
白
　
金
時
山
　
念
仏
一
結
衆
中
」
の
銘
が
あ
る
。

こ
の
宝
篋
印
塔
は
そ
の
銘
か
ら
現
存
す
る
市
内
の
宝
篋
印
塔
で
は

最
古
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
丁
寧
な
造
り
込
み
と
と
完
存
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
同
種
資
料
の
指
標
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

５
ー

２
　
宝
篋
印
塔
（
市
指
定
　
建
造
物
）

一
基
　
　
福
知
山
市
三
和
町
菟
原
中
　
　
龍
源
寺

総
高
　
九
〇
・
〇
㎝
（
相
輪
含
ま
ず
）、
最
大
幅
四
三
・
一
㎝

室
町
時
代

「
石
造
宝
篋
印
塔
」。
本
堂
の
前
庭
中
央
に
あ
り
、
基
壇
と
な
る
石

の
上
に
台
石
を
積
み
、
そ
の
上
に
近
江
式
開
花
蓮
文
様
を
刻
ん
だ
基

礎
を
の
せ
て
い
る
。
花
崗
岩
製
で
現
存
の
相
輪
は
別
個
体
の
も
の
で

あ
る
。

５
ー

３
　
宝
篋
印
塔
（
市
指
定
　
建
造
物
）

一
基
　
　
福
知
山
市
三
和
町
大
身
　
　
長
福
寺

総
高
　
一
〇
六
・
一
㎝
、
最
大
幅
三
一
・
五
㎝
　
　
室
町
時
代

大
身
長
福
寺
所
有
「
石
造
宝
篋
印
塔
」。
塔
は
裏
山
歴
代
住
職
墓

地
に
あ
り
、
基
礎
か
ら
相
輪
ま
で
完
存
し
て
い
る
。
総
高
は
一
〇

六
・
一
㎝
（
基
台
を
含
ま
ず
）、
基
礎
に
は
近
隣
で
も
珍
し
い
中
央

飾
り
付
の
格
狭
間
が
み
ら
れ
る
。

５
ー

４
　
宝
篋
印
塔
（
市
指
定
　
建
造
物
）

一
基
　
　
福
知
山
市
三
和
町
上
川
合
　
上
川
合
日
向

総
高
　
一
〇
九
・
九
㎝
、
最
大
幅
三
三
・
〇
㎝

上
川
合
日
向
に
所
在
す
る
石
造
の
宝
篋
印
塔
。
所
有
者
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
。
基
礎
か
ら
相
輪
ま
で
完
存
で
、
総
高
は
一
〇
九
・
九

㎝
、
基
台
は
石
垣
積
み
で
組
ま
れ
て
お
り
、
付
近
に
は
宝
篋
印
塔
、

五
輪
塔
の
残
欠
が
数
基
混
在
し
て
い
る
。
室
町
時
代
と
推
定
さ
れ
る

５
ー

５
　
宝
篋
印
塔
（
市
指
定
　
建
造
物
）

一
基
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
板
生
　
　
瑞
林
寺

総
高
　
一
四
三
㎝
、
最
大
幅
四
五
・
四
㎝

山
上
に
あ
っ
た
瑞
林
寺
が
現
在
地
に
移
さ
れ
た
際
、
共
に
移
さ
れ

た
も
の
と
伝
え
る
。
花
崗
岩
製
の
無
銘
塔
で
あ
る
が
、
塔
身
の
角
部

と
隅
飾
り
の
一
部
が
欠
失
す
る
も
の
の
ほ
ぼ
完
存
品
で
あ
る
。
そ
の

形
状
よ
り
一
四
世
紀
中
頃（
鎌
倉
時
代
最
末
期
〜
南
北
朝
時
代
初
期
）

の
制
作
と
推
定
さ
れ
、
野
際
宝
篋
印
塔
と
と
も
に
市
内
で
最
も
古
い

石
造
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る
。。

５
ー

６
　
宝
篋
印
塔
・
六
地
蔵
石
憧
（
市
指
定
　
建
造
物
）

各
一
基
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
大
油
子
　
喜
代
見
神
社

宝
篋
印
塔
　
　
　
総
高
　
八
六
㎝
、
最
大
幅
四
〇
・
二
㎝

六
地
蔵
石
幢
　
　
総
高
　
一
二
六
㎝
　
　
室
町
時
代

大
油
子
の
喜
代
見
神
社
一
帯
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
清
海
寺
の

唯
一
の
遺
品
で
あ
る
。
清
海
寺
は
『
上
夜
久
野
村
史
』
に
は
応
永
三

年
（
一
三
九
六
）
の
創
建
と
し
て
「
清
海
寺
観
行
院
に
修
験
者
が
住

し
て
、
そ
の
末
裔
が
山
本
家
と
酒
請
藤
家
と
い
い
、
今
も
山
本
家
を

観
行
と
呼
ぶ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ん
ら
そ
の
根
拠
は
明
白

で
な
い
。

宝
篋
印
塔
は
玄
武
岩
製
で
、
現
状
で
は
相
輪
、
伏
鉢
部
の
一
部
を

欠
い
て
い
る
。
近
江
式
開
花
蓮
華
紋
が
刻
む
基
礎
に
は
「
応
永
元
甲

戌
（
一
三
九
四
）
十
月
日
」
と
「
勧
進
僧
　
快
宥
」
の
紀
年
銘
が
見

ら
れ
る
。

六
地
蔵
石
幢
は
、
玄
武
岩
を
正
六
角
形
に
成
形
し
た
幢
身
の
上
部

に
船
形
光
背
型
の
窪
み
を
掘
り
込
み
、
蓮
華
座
に
立
つ
高
さ
一
四
㎝

の
地
蔵
菩
薩
像
六
体
を
掘
り
出
し
て
て
い
る
。
銘
文
は
残
存
し
て
い

な
い
が
、
先
の
宝
篋
印
塔
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
室
町
時
代
初
期
の
様
式

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

５
ー

７
　
宝
篋
印
塔
（
市
指
定
　
建
造
物
）

一
基
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
小
倉
　
小
倉
自
治
会

総
高
　
七
五
㎝
　
　
室
町
時
代

玄
武
岩
公
園
の
南
に
接
す
る
塔
の
山
と
呼
ば
れ
る
丘
の
林
中
に
、

自
然
石
を
積
み
上
げ
た
塚
が
あ
り
、
そ
の
上
に
現
高
七
五
㎝
の
小
さ

な
塔
が
存
す
る
。
玄
武
岩
製
で
宝
珠
と
請
け
花
を
欠
失
す
る
が
、
完

存
に
近
い
整
っ
た
形
状
状
態
を
伝
え
る
。

地
元
で
は
、
応
仁
の
乱
で
東
軍
に
属
し
て
夜
久
野
合
戦
で
討
ち
死

に
し
た
内
藤
孫
四
郎
の
首
塚
と
伝
え
て
い
る

５
ー

８
　
梵
字
塔
（
市
指
定
　
建
造
物
）

一
基
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
小
倉
奥
小
倉
　
小
倉
自
治
会

総
高
　
一
三
〇
㎝
　
　
江
戸
時
代

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
紀
年
銘
を
刻
み
、
廃
安
養
寺
の
門
跡

と
記
し
た
碑
に
ふ
さ
わ
し
く
、
二
体
の
仁
王
・
金
剛
力
士
の
名
で
あ

る
「
那
羅
延
（
ナ
ラ
エ
ン
）
金
剛
」「
密
迹
（
ミ
ッ
シ
ャ
ク
）
金
剛
」

を
表
す
為
に
梵
字
を
発
音
記
号
と
し
て
用
い
て
お
り
、
全
国
的
に
見

て
も
非
常
に
珍
し
い
。

５
ー

９
　
絹
本
著
色
種
子
金
剛
界
大
日
如
来
像
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
字
観
音
寺
　
　
観
音
寺

絹
本
著
色
　
切
金
　
八
〇
・
〇
㎝
×
五
六
・
二
㎝
　
　
鎌
倉
時
代

画
面
中
央
や
や
上
に
蓮
華
台
に
載
る
大
き
な
日
輪
を
描
き
、
日
輪

内
に
金
剛
界
大
日
如
来
を
あ
ら
わ
す
種
字
を
安
置
す
る
。
蓮
華
台
は

垂
直
に
た
て
ら
れ
た
五
鈷
杵
の
上
端
で
支
え
ら
れ
、
五
鈷
杵
の
下
端

に
は
反
花
座
が
あ
る
。
珍
し
い
種
字
大
日
像
で
、
観
想
に
用
い
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

５
ー

１０

絹
本
著
色
薬
師
十
二
神
將
像
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
字
観
音
寺
　
　
観
音
寺

絹
本
着
色
　
切
金
　
一
一
五
・
八
㎝
×
五
九
・
六
㎝
　
南
北
朝
時
代



１１５

画
面
上
方
の
蓮
華
座
上
に
、全
身
を
覆
う
円
光
背
と
頭
光
を
負
い
、

右
手
は
施
無
畏
、
左
手
は
膝
中
央
で
掌
上
に
薬
壺
を
安
ん
じ
、
結
跏

趺
坐
す
る
薬
師
如
来
像
を
描
く
。
薬
師
如
来
の
下
、
蓮
華
座
の
左
右

に
日
輪
を
持
つ
日
光
菩
薩
、
月
輪
を
持
つ
月
光
菩
薩
が
侍
し
、
こ
の

三
尊
の
左
右
に
着
甲
（
一
躯
は
裸
形
）
の
十
二
神
将
を
六
躯
づ
つ
上

下
に
配
置
す
る
。
薬
師
如
来
の
左
右
と
画
面
下
端
に
湧
雲
を
描
く
。

５
ー

１１

絹
本
著
色
仏
涅
槃
図
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
小
畑
　
　
円
満
院

絹
本
著
色
　
一
一
六
・
七
㎝
×
九
五
・
九
㎝
　
室
町
時
代

沙
羅
双
樹
の
も
と
で
、
釈
迦
は
右
腕
を
枕
と
し
、
紫
檀
塗
り
の
み

ら
れ
る
宝
台
の
上
で
涅
槃
に
入
る
様
を
表
す
。
周
囲
に
は
仏
弟
子
・

諸
菩
薩
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
禽
獣
ま
で
が
集
ま
り
、
嘆
き
悲
し

ん
で
い
る
。
沙
羅
双
樹
を
天
蓋
の
よ
う
に
描
く
点
や
、
上
空
よ
り
麻

耶
夫
人
が
飛
来
す
る
の
を
小
さ
く
描
く
点
は
珍
し
い
。
江
戸
時
代
の

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
修
理
さ
れ
た
際
の
軸
木
に
、
応
永
一
二

年
（
一
四
〇
五
）
に
表
具
を
し
た
旨
の
墨
書
が
あ
る
。
製
作
期
は
作

風
か
ら
考
え
て
、
こ
の
応
永
十
二
年
に
当
て
る
の
が
適
切
と
考
え
ら

れ
よ
う
か
。

５
ー

１２

絹
本
著
色
釈
迦
十
六
善
神
像
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
小
畑
　
　
円
満
院

絹
本
著
色
　
一
一
四
・
五
㎝
×
五
七
・
八
㎝
　
南
北
朝
時
代

中
央
に
釈
迦
如
来
坐
像
と
獅
子
に
乗
る
文
殊
菩
薩
・
象
に
乗
る
普

賢
菩
薩
、
手
前
に
笈
を
背
負
っ
て
払
子
と
経
巻
を
と
る
玄
奘
三
蔵
と

赤
身
怒
髪
の
深
沙
大
将
、
左
右
に
は
法
涌
菩
薩
と
常
諦
菩
薩
お
よ
び

十
六
善
神
が
描
か
れ
る
。
大
般
若
会
の
本
尊
と
な
る
絵
像
で
、
大
般

若
会
は
疫
病
や
害
虫
払
い
、
干
ば
つ
除
け
、
亡
者
の
追
善
な
ど
の
た

め
に
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
各
尊
の
整
っ
た
表
現
、
中
間
色
の
多
い

鮮
や
か
な
色
彩
な
ど
か
ら
、
南
北
朝
時
代
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
、

こ
の
種
の
絵
像
の
優
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

５
ー

１３

絹
本
著
色
不
動
明
王
二
童
子
像
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
小
畑
　
　
円
満
院

絹
本
着
色
九
二
・
五
㎝
×
五
四
・
四
㎝
　
　
南
北
朝
時
代

画
面
中
央
に
瑟
々
座
に
坐
す
不
動
明
王
を
描
き
、
そ
の
左
前
に
蓮

華
を
捧
げ
る
矜
羯
羅
童
子
、
右
に
金
剛
杵
を
持
つ
制
咤
迦
童
子
を
配

す
。
不
動
明
王
は
、
頭
頂
に
蓮
華
を
載
せ
、
顔
を
右
斜
め
に
向
け
、

両
眼
を
開
い
て
上
歯
で
下
唇
を
噛
み
、
右
手
に
剣
、
左
手
に
索
を
も

つ
。
二
童
子
は
共
に
坐
像
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
い
。
火
炎
光

背
は
九
箇
所
に
迦
楼
羅
の
頭
部
が
表
さ
れ
る
。

５
ー

１４

絹
本
著
色
方
便
法
身
尊
像
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
直
見
栗
尾
　
　
栗
尾
公
会
堂

絹
本
著
色
　
六
五
・
七
㎝
×
二
八
・
四
㎝
　
室
町
時
代
（
享
禄
四
年

一
五
三
一
）

連
台
上
に
来
迎
印
を
結
ん
で
直
立
す
る
阿
弥
陀
如
来
像
を
描
く
。

頭
光
は
二
重
円
相
で
、
そ
の
中
心
か
ら
各
三
条
の
光
棒
を
四
方
に
表

す
。
阿
弥
陀
如
来
の
肉
身
は
朱
線
で
描
き
金
泥
を
塗
り
、
衣
部
は
そ

の
文
様
と
と
も
に
切
金
線
で
あ
ら
わ
す
。
光
棒
も
切
金
線
。
方
便
法

身
は
真
宗
で
説
く
、
一
如
を
体
と
す
る
法
性
法
身
か
ら
姿
を
現
わ
し

た
も
の
と
し
て
阿
彌
陀
仏
を
さ
す
。

裏
面
に
当
初
の
裏
打
紙
（
四
一
・
一
×
二
五
・
一
）
が
貼
ら
れ
、

大
谷
本
願
寺
よ
り
享
禄
四
年
に
下
さ
れ
た
旨
の
墨
書
銘
が
あ
る
。

５
ー

１５

絹
本
著
色
十
一
仏
図
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
大
江
町
南
山
　
観
音
寺

絹
本
著
色
　
八
六
・
七
㎝
×
三
八
・
四
㎝
　
　
室
町
時
代

上
か
ら
釈
迦
三
尊
、
大
日
三
尊
、
阿
弥
陀
三
尊
を
並
べ
、
最
下
段

の
左
右
に
不
動
と
地
蔵
を
配
す
る
、
珍
し
い
構
成
を
み
せ
る
。
大
日

如
来
は
智
拳
印
を
結
び
、
そ
の
左
右
は
薬
師
如
来
と
弥
勒
菩
薩
と
み

ら
れ
る
。
切
金
文
様
な
ど
は
硬
直
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ

ま
り
例
の
な
い
仏
画
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

５
ー

１６

絹
本
著
色
弘
法
大
師
像
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
大
江
町
南
山
　
　
観
音
寺

絹
本
著
色
　
一
一
〇
・
〇
㎝
×
七
七
・
二
㎝
　
　
室
町
時
代

弘
法
大
師
が
出
釈
迦
寺
奥
院
で
観
行
を
し
て
い
た
と
き
、
中
岳
の

青
松
の
上
に
釈
迦
如
来
が
雲
に
乗
っ
て
現
れ
た
と
い
う
場
面
を
描
い

た
図
で
、
こ
の
よ
う
な
絵
像
が
、
古
く
は
善
通
寺
三
重
塔
に
奉
懸
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
善
通
寺
御
影
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
作
例
と
し

て
は
一
五
世
紀
半
ば
に
増
吽
僧
正
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
個
人
蔵
の
作

例
が
し
ら
れ
て
い
る
が
、
本
図
は
同
じ
く
室
町
時
代
の
作
例
で
、
大

師
の
顔
が
や
や
細
面
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
と
い
え
る
。

珍
し
い
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

尚
画
面
背
面
に
、「
弘
法
大
師
〈
源
仁
僧
都
画
　
南
地
院
殿
〉

平
等
如
法
所
蔵
」
と
墨
書
が
あ
る
。
平
等
如
法
は
孔
雀
明
王
画
像
の

裏
書
に
見
え
た
人
物
。
源
仁
は
八
一
八
ー
八
八
七
年
の
人
で
、
東
寺

二
長
者
と
な
り
、
南
池
院
を
建
立
し
て
成
願
寺
と
号
し
、
池
上
僧
都

と
呼
ば
れ
る
。

５
ー

１７

絹
本
著
色
桜
花
不
動
三
尊
像
（
市
指
定
　
絵
画
）

一
幅
　
　
福
知
山
市
大
江
町
南
山
　
　
観
音
寺

絹
本
著
色
　
八
五
・
五
㎝
×
三
八
・
〇
㎝
　
　
室
町
時
代

不
動
明
王
立
像
と
そ
の
下
方
左
右
に
矜
羯
羅
童
子
・
制
多
迦
童
子

を
描
く
不
動
三
尊
を
中
心
と
し
て
、画
面
の
左
上
か
ら
滝
を
落
と
し
、

そ
の
先
を
水
流
と
し
て
、
画
面
右
上
と
右
下
に
龍
を
描
く
。
ま
た
画

面
左
下
に
は
桜
の
花
を
描
い
て
い
る
。
不
動
明
王
は
、
巻
髪
で
莎
髻

上
に
蓮
台
を
載
せ
、
顔
を
左
斜
め
下
に
向
け
て
、
右
肩
に
剣
を
担
ぎ
、

左
手
は
垂
下
し
て
羂
索
を
執
る
。

保
存
状
態
と
し
て
は
不
動
明
王
は
頭
髪
部
を
除
い
て
補
筆
が
入
る

こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
矜
羯
羅
童
子
が
坐
す
こ
と
、
ま
た
滝
・
二

龍
、
桜
を
描
き
こ
む
こ
と
な
ど
、
特
異
な
構
成
を
と
る
作
例
と
し
て

注
目
さ
れ
る
。



１２４

思
わ
れ
る
。

版
木
は
、「
大
」
三
枚
、「
小
」
一
枚
か
ら
な
り
、「
大
」
の
版
木

に
は
、
表
紙
、
本
文
、
奥
書
が
彫
ら
れ
、
版
の
片
面
に
は
四
ペ
ー
ジ

分
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
一
枚
に
つ
き
こ
れ
が
両
面
で
あ
る
の
で
、
八

ペ
ー
ジ
分
に
な
る
。
版
木
の
収
納
容
器
は
蓋
と
身
か
ら
な
り
、
蓋
の

表
面
に
は
「
丹
波
西
国
版
木
蓋
版
木
三
枚
別
ニ
道
中
板
壱
枚
都
合
四

ツ
」
と
あ
り
、
蓋
の
裏
面
に
も
「
大
切
ニ
す
べ
し
　
丹
波
西
国
版
木

箱
蓋
菟
原
峠
百
観
音
堂
蔵
板
入
円
通
代
再
造
」
と
墨
書
が
あ
る
。

ま
た
、
身
の
内
側
・
側
面
、
外
側
底
面
に
も
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
が
あ
り
、

大
切
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

６
ー

１９

春
日
神
社
棟
札
（
市
指
定
　
古
文
書
）

一
冊
　
　
福
知
山
市
三
和
町
高
杉
　
　
春
日
神
社
　
　
江
戸
時
代

大
永
五
年
（
一
五
二
二
）
春
日
神
社
（
高
杉
）
の
本
殿
再
建
に
関

わ
る
棟
札
で
、
現
在
の
本
殿
は
一
七
世
紀
後
半
の
再
建
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
以
降
か
な
り
の
補
修
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

棟
札
の
み
を
古
文
書
と
し
て
単
独
で
指
定
し
た
。
棟
札
と
し
て
は
、

町
内
に
残
る
最
も
古
い
も
の
で
、
中
世
高
杉
は
、
菟
原
荘
に
属
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
棟
札
に
出
て
く
る
紀
氏
は
、
細
見
谷
に
勢
力
を

も
っ
た
後
の
細
見
氏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
材
は
杉
、
寸
法
は
七

六
・
二
㎝
×
七
・
八
㎝
。

表
裏
に
墨
書
。

（
表
）

大
永
五
年
乙
酉

奉
造
立
御
社
大
永
五
年
乙
酉
弐
月
四
日
事
始
卯
月
三
日
造
秘
早
大
　

エ
藤
原
藤
右
衛
門
尉
祝
西
山
左
衛
門

卯
月
十
一
日

（
裏
）

当
社
梅
田
大
明
神
御
宝
殿
依
時
剋
破
滅
云
々
雖
然
奚
紀
山
城
守
家

成
為
大
壇
施
主
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
白

西
山
左
衛
門
成
願
人
新
奉
造
立
所
也
依
致
子
々
孫
々
迄
息
災
延
命

之
守
護
仰
処
意
趣
如
斯

６
ー

２０

辻
区
有
文
書
（
市
重
要
　
古
文
書
）

四
五
通
　
　
福
知
山
市
三
和
町
辻
　
　
江
戸
時
代
〜
近
代

辻
区
に
伝
来
の
古
文
書
群
で
、
区
長
の
引
き
継
ぎ
文
書
と
し
て
現

在
も
現
用
文
書
群
と
と
も
に
役
帳
箪
笥
ご
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

近
世
文
書
と
近
代
文
書
か
ら
近
年
の
区
長
会
の
一
件
ま
で
が
残
っ
て

い
て
、
四
五
点
の
近
世
、
代
文
書
他
が
あ
る
。

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
鴨
庄
と
の
境
界
争
論
関
係
を
は
じ
め
、

土
地
・
林
野
関
係
の
史
料
が
大
半
を
し
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書

群
に
よ
り
中
世
の
細
見
谷
か
ら
近
世
村
へ
の
展
開
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

６
ー

２１

赤
井
忠
家
徳
政
令
免
状
（
市
指
定
　
古
文
書
）

一
通
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
額
田
　
　
妙
龍
寺

妙
龍
寺
に
伝
わ
る
古
文
書
群
の
中
の
一
通
。
赤
井
忠
家
が
酒
屋
和

泉
に
、
臨
時
で
出
さ
れ
る
課
役
や
徳
政
令
を
免
除
す
る
、
と
伝
え
た

文
書
。

妙
龍
寺
が
直
接
関
係
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
当
時
の
領
主

達
が
経
済
力
を
握
る
「
酒
屋
」
に
対
し
、
課
役
や
徳
政
令
を
免
除
す

る
な
ど
の
便
宜
を
図
っ
て
特
別
の
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

６
ー

２２

宗
憲
入
道
肖
像
画
　
附
夜
久
家
系
譜
（
市
指
定
　
古
文
書
）

一
点
　
　
福
知
山
市
夜
久
野
町
高
内
　
個
人
　
　
江
戸
時
代

夜
久
主
計
頭
の
長
男
で
あ
る
宗
憲
入
道
の
肖
像
画
で
あ
る
。
夜
久

主
計
頭
が
戦
国
の
頃
、
織
田
の
但
馬
・
丹
波
攻
め
に
屈
し
、『
但
馬

の
磯
部
村
大
内
へ
退
い
た
。
そ
の
頃
、
主
計
頭
に
は
二
人
の
男
児
が

あ
り
兄
・
舎
政
（
い
え
ま
さ
？
幼
少
時
は
彦
助
。）
は
成
人
後
、
高

内
に
戻
り
、
医
を
生
業
と
し
て
、
没
す
る
。

夜
久
家
系
譜
は
、
文
化
一
一
年
頃
に
書
き
写
し
、
書
き
足
し
さ
れ

た
系
図
が
二
通
作
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る
。

６
ー

２３

備
蓄
銭
・
壺
（
市
指
定
　
考
古
資
料
）

六
二
一
五
枚
、
一
口
　
　
福
知
山
市
三
和
町
菟
原
下
　
　
個
人
　
備

蓄
銭
六
二
一
五
枚
、
壷
一
口
　

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
菟
原
下
小
字
久
保
の
林
野
か
ら
出
土

し
た
。
丹
後
郷
土
資
料
館
の
展
示
図
録
『
南
北
朝
時
代
の
丹
波
・
丹

後
』
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
総
数
六
二
四
二
枚
、
銭
名
の
判
読
不
明

が
三
六
〇
九
枚
、
判
読
さ
れ
た
も
の
二
六
三
三
枚
の
う
ち
唐
の
開
元

通
宝
（
六
二
一
）
か
ら
明
の
永
楽
通
宝
（
一
四
〇
八
）
に
い
た
り
、

銭
種
三
五
種
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
三
和
町
郷
土
資
料
館
で
再
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
現
在
保
管
の
銭
数
は
総
計
六
二
一
五
枚
、
判
読
不

能
三
五
九
枚
、
年
代
は
開
元
通
宝
（
六
二
一
）
か
ら
皇
宋
元
宝
（
一

二
五
三
）
が
下
限
の
年
代
、
銭
種
三
一
、
銘
種
六
六
　
六
二
一
五
枚

の
銭
貨
と
容
器
一
四
・
二
㎝
×
三
二
・
六
㎝
の
壺
が
指
定
で
あ
る
。

６
ー

２４

大
身
の
ヤ
ン
ゴ
踊
（
府
登
録
・
市
指
定
　
無
形
民
俗
）

福
知
山
市
三
和
町
大
身
　
　
広
谷
神
社

ヤ
ン
ゴ
踊
り
は
大
身
広
谷
神
社
の
秋
祭
り
、
宵
宮
の
祭
事
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
称
は
、
曲
の
ひ
と
区
切
り
ご
と
に
唱
え

ら
れ
る
「
ヤ
ン
ゴ
ー
」
か
ら
出
た
名
で
あ
り
、
そ
の
手
順
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
笛
一
、
ビ
ン
サ
サ
ラ
三
、
太
鼓
一
で
構
成
す
る
団
楽
衆

が
二
組
編
成
さ
れ
、
六
番
づ
つ
、
計
一
二
番
（
閏
年
は
一
三
番
）
を

チ
ョ
ウ
ノ
ヤ
で
踊
る
。
神
殿
で
宮
の
ト
ウ
か
ら
一
組
に
笛
、
太
鼓
、

ビ
ン
サ
サ
ラ
の
順
に
楽
器
が
授
け
ら
れ
る
。

チ
ョ
ウ
ノ
ヤ
の
幣
に
向
か
っ
て
田
楽
を
は
じ
め
る
。
中
心
に
笛
が

立
ち
、
太
鼓
・
ビ
ン
サ
サ
ラ
が
円
陣
を
つ
く
り
、
左
ま
わ
り
に
踊
る
。

太
鼓
は
両
脇
に
は
さ
む
よ
う
に
つ
け
た
締
太
鼓
を
、
や
や
か
が
ん
で

打
ち
、
サ
サ
ラ
は
右
下
に
か
ま
え
た
サ
サ
ラ
を
左
足
か
ら
一
歩
踏
み

出
す
と
と
も
に
、目
八
分
に
捧
げ
る
動
作
を
く
り
か
え
し
て
ま
わ
り
、

一
ま
わ
り
ご
と
に
、
笛
に
向
っ
て
太
鼓
を
打
ち
、
サ
サ
ラ
を
摺
り
な



１２６

き
、
ま
た
、
そ
れ
以
後
も
産
後
三
日
三
夜
龍
も
る
（
一
日
一
夜
と
変

遷
す
る
も
）
習
慣
は
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
ご
ろ
ま
で
続
い

て
い
た
。

第
七
章
　
近
代
化
遺
産
の
展
開

７
ー

１
　
旧
平
野
家
住
宅
主
屋
　
附
棟
札
（
府
指
定
　
建
造
物
）

一
棟
　
　
福
知
山
市
大
江
町
字
北
有
路
　
　
福
知
山
市

桁
行
二
一
・
七
ｍ
、
梁
行
一
二
・
八
ｍ
、
二
階
建
、
入
母
屋
造
、
正

面
玄
関
両
脇
及
び
東
面
、
背
面
庇
付
、
桟
瓦
葺
、
西
面
味
噌
蔵
附
属

桁
行
六
・
九
ｍ
、
梁
行
五
・
九
ｍ
、
桟
瓦
葺
棟
札
一
枚
、
祈
祷
札
一

枚
、
家
相
図
五
枚
。

建
築
年
代
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）﹇
棟
札
、
祈
祷
札
﹈

平
野
家
は
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
有
路
に
移
り
住
み
、
平
野
姓

を
名
乗
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
江
戸
時

代
に
は
酒
造
業
を
営
み
田
辺
藩
主
牧
野
氏
の
御
用
達
と
な
っ
て
頭
角

を
現
し
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
田
辺
藩
に
と
っ
て
重
要

な
由
良
川
舟
運
の
管
理
を
任
さ
れ
、
舟
改
め
と
し
て
活
躍
し
、
幕
末

に
は
製
糸
業
に
も
手
を
拡
げ
て
い
た
。
現
在
の
主
屋
は
、
明
治
四
〇

年
由
良
川
大
水
害
の
後
の
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
平
野
家
第
一

二
代
吉
左
衛
門
の
と
き
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

吉
左
衛
門
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は
平
野
操
機
場
を

設
立
し
て
輸
出
向
け
の
羽
二
重
製
織
を
行
な
い
、
明
治
三
三
年
（
一

九
〇
〇
）
に
は
酒
造
業
を
廃
し
、
平
野
銀
行
（
後
に
京
都
銀
行
の
前

身
銀
行
の
ひ
と
つ
と
な
る
）
を
設
立
し
、
金
融
業
に
も
事
業
を
拡
大

し
て
い
っ
た
。
事
業
の
か
た
わ
ら
、
明
治
一
九
年
に
は
加
佐
郡
養
蚕

糸
業
組
合
の
結
成
に
尽
力
し
、
明
治
二
三
年
に
は
自
宅
を
開
放
し
て

中
等
養
蚕
伝
修
所
を
開
き
、
地
域
産
業
や
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。

敷
地
は
大
江
町
有
路
上
の
由
良
川
左
岸
の
山
麓
に
位
置
す
る
。
屋

敷
前
の
国
道
か
ら
石
段
を
二
回
あ
が
っ
た
高
台
に
敷
地
を
構
え
、
正

面
及
び
側
面
の
一
部
に
石
垣
を
積
み
、背
後
は
山
の
斜
面
に
つ
づ
く
。

正
面
に
表
門
を
開
き
、
周
囲
に
土
塀
や
透
塀
を
巡
ら
す
。
敷
地
中
程

に
主
屋
が
建
ち
、
東
に
離
れ
座
敷
、
西
に
味
噌
小
屋
を
張
り
出
す
。

主
屋
の
東
南
側
に
露
地
門
と
土
塀
で
区
切
っ
た
庭
を
つ
く
る
。
敷
地

背
面
西
寄
り
に
土
蔵
を
三
棟
並
べ
る
な
ど
付
属
建
物
は
多
い
。

主
屋
は
入
母
屋
造
、
桟
瓦
葺
、
本
二
階
建
て
の
建
物
で
、
南
面
し

て
建
つ
。
一
階
の
間
取
り
は
、
西
側
に
通
り
土
間
を
持
ち
、
片
側
に

居
室
を
並
べ
る
と
い
う
伝
統
的
な
民
家
の
平
面
形
式
を
基
本
に
し
た

も
の
で
、
縁
側
を
矩
折
り
に
廻
し
、
床
や
棚
、
書
院
を
構
え
た
座
敷

や
続
き
座
敷
で
構
成
さ
れ
、
正
面
に
は
式
台
を
構
え
る
。
中
央
に
仏

間
を
配
し
、
二
階
へ
の
階
段
は
仏
間
横
と
北
東
隅
に
二
か
所
設
け
ら

れ
て
い
る
。

二
階
は
、
階
高
を
十
分
に
取
っ
た
本
二
階
建
て
で
、
小
星
組
は
洋

小
屋
（
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
）
と
し
て
い
る
。
中
央
の
階
段
を
上

が
っ
た
と
こ
ろ
を
板
間
の
ホ
ー
ル
と
し
、
そ
の
回
り
に
七
室
を
配
す

る
。
一
階
同
様
、
南
・
束
側
に
矩
折
り
に
縁
側
を
廻
し
、
正
面
中
央

に
一
間
一
幅
の
床
を
備
え
た
八
畳
の
座
敷
、
東
側
に
床
・
棚
を
備
え

た
八
畳
の
続
き
座
敷
、
北
側
に
は
茶
室
と
水
屋
を
配
す
る
。

建
築
年
代
は
、
居
室
部
小
屋
組
真
東
に
打
ち
付
け
て
あ
っ
た
棟
札

及
び
祈
祷
札
か
ら
明
治
四
一
年
一
〇
月
の
着
工
、
翌
四
二
年
三
月
二

九
日
に
竣
工
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
施
主
は
棟
札
に
は
平
野
家
十

一
代
当
主
吉
左
衛
門
と
そ
の
父
広
泰
、
大
工
棟
梁
は
舞
鶴
の
迫
田
吉

蔵
と
記
さ
れ
て
い
る
。

当
住
宅
主
屋
は
、
伝
統
的
な
民
家
形
式
を
基
本
と
し
な
が
ら
多
彩

な
座
敷
構
成
を
と
り
、
一
部
に
数
寄
屋
の
意
匠
や
茶
室
を
備
え
、
洋

小
屋
を
採
用
す
る
な
ど
近
代
の
和
風
建
築
と
し
て
の
要
素
も
合
わ
せ

持
つ
。
座
敷
廻
り
を
は
じ
め
全
体
に
建
築
の
質
が
高
く
、
保
存
状
態

も
良
好
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
棟
札
及
び
祈
祷
札
が
残
り
、
建
築
年
代
、

施
主
、
大
工
を
は
じ
め
と
す
る
職
工
等
が
判
明
し
、
家
相
図
か
ら
屋

敷
と
建
物
の
変
遷
が
わ
か
る
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。

７
ー

２
　
惇
明
小
学
校
本
館
（
国
登
録
　
建
造
物
）

一
棟
　
　
福
知
山
市
字
内
記
　
福
知
山
市

木
造
／
鉄
骨
造
二
階
建
、

建
築
規
模
　
桁
行
四
三
・
三
ｍ
、
梁
行
一
八
・
四
ｍ

旧
藩
校
「
惇
明
館
」
に
は
じ
ま
る
。
明
治
六
年
七
月
惇
明
小
学
校

創
立
。
旧
福
知
山
城
の
城
域
に
あ
た
る
地
に
あ
り
、
天
守
閣
の
西
側
、

市
役
所
、
図
書
館
、
武
道
場
な
ど
公
共，

文
教
施
設
が
集
ま
る
地
区

に
立
地
す
る
。『
惇
明
百
年
史
』（
昭
和
四
八
年
七
月
一
日
発
行
）
の

記
述
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
〇
年
一
月
一
五
日
に
「
建
築
上
参
考
の
た

め
全
校
児
童
を
講
堂
に
集
む
六
町
長
、
助
役
建
築
技
師
視
察
す
。」

と
あ
り
、こ
の
頃
新
校
舎
の
設
計
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

昭
和
一
二
年
三
月
二
三
日
に
本
館
の
竣
工
式
を
行
っ
て
い
る
。

建
物
の
現
状
は
昭
和
六
二
年
に
大
規
模
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
外

部
で
は
屋
根
改
修
、
外
壁
塗
装
の
吹
き
替
え
、
内
部
で
は
、
床
下
地

の
補
修
や
床
・
天
井
・
壁
の
張
り
替
え
、
改
修
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
外
部
開
口
部
の
サ
ッ
シ
を
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
変
更
し
て
い
る
。
し

か
し
、
間
仕
切
り
な
ど
の
変
更
や
増
築
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
建
築

当
初
の
形
態
を
良
く
と
ど
め
て
お
り
、
傷
み
も
少
な
い
。

建
築
の
特
徴
は
、
南
北
四
三
・
三
八
ｍ
、
東
西
一
八
・
四
ｍ
の
規

模
で
一
階
が
中
廊
下
を
も
っ
た
平
面
形
式
で
管
理
部
門
（
校
長
室
・

職
員
室
・
医
務
室
・
作
法
室
な
ど
）
が
設
け
ら
れ
二
階
を
講
堂
と
し

て
い
る
。
外
観
は
昭
和
の
モ
ダ
ン
様
式
で
東
側
中
央
に
車
奇
せ
を
張

り
出
し
、
南
北
方
向
に
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
構
成
で
あ
る
。
南
北
に

各
々
階
段
室
を
配
し
、大
小
の
丸
窓
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
並
べ
て
い
る
。

二
階
の
講
堂
の
東
西
に
柱
間
ご
と
に
縦
長
の
ガ
ラ
ス
窓
を
大
き
く
と

っ
て
い
る
。
構
造
は
木
造
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
木
造
の
柱
を
抱
く

形
で
鉄
骨
の
組
み
立
て
柱
を
建
て
鉄
骨
の
梁
で
二
階
床
を
支
え
る
。

ま
た
、
小
屋
組
は
鉄
骨
の
ト
ラ
ス
を
組
ん
で
い
る
。
こ
の
建
物
が
竣

工
し
た
昭
和
一
二
年
と
い
う
年
は
、
建
築
資
材
の
統
制
令
が
出
さ
れ

た
時
期
で
あ
り
、
福
知
山
に
お
け
る
戦
前
最
後
の
鉄
骨
建
築
と
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。

惇
明
小
学
校
本
館
は
、
昭
和
初
期
モ
ダ
ン
様
式
で
建
て
ら
れ
た
小

学
校
建
築
と
し
て
建
築
当
初
の
形
式
を
よ
く
と
ど
め
て
お
り
、
地
域
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丹波の漆かき�
丹後二俣紙�
天座の田楽�
御勝八幡宮紫宸殿田楽舞�
牧一宮神社祭礼行事�
�
榎原神社の練込�
大身のヤンゴ踊�
�
額田のダシ行事�
�
福知山音頭と踊�
愛宕神社三岳練込太鼓�
三嶽神社雨喜び三岳おろし�
森尾神社三岳練込太鼓�
天田踊�
�
大原の産屋�
大原神社絵馬�
丹波生活衣及び関連品�
�
夜久野玄武岩柱状節理�
才ノ神のフジ�
キマダラルリツバメ�
かごの木・むくの木�
稲荷神社のコウヨウザン�
生野神社のケヤキ�
多保市大池のマルバヤナギ�
長安寺のイチョウ�
大歳神社のスギ�
三嶽神社のケヤキ�
三岳山のイタヤカエデ�
三岳山のウラゲトチノキ�
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有徳神社のカツラ�
六柱神社のカゴノキ�
六柱神社のスダジイ�
轟水満宮のモミ�
柿本観音堂のタブノキ�
井田共同墓地のシラカシ�
夜久野町内採取化石�
�
稲粒神社文化財環境保全地区�
一宮神社文化財環境保全地区�
観音寺文化財環境保全地区�
大原神社文化財環境保全地区�
梅田神社文化財環境保全地区�
�
福知山市立惇明小学校本館�
芦田家住宅（旧片岡家別荘）主屋�
桐村家住宅主屋・別座敷・土蔵�
�
雲原砂防関連施設群�
�
福知山市毛原の棚田景観�
福知山市大原の産屋の里景観�
�
夜久野　丹波漆林�

丹波漆生産組合�
丹後二俣紙保存会�
天座文化財保存会�
上野条無形文化財保存会�
牧文化財保存会�
�
奥榎原自治会�
大身ヤンゴ踊保存会�
�
額田区代表自治会長�
�
福知山踊振興会�
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史
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典
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�
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１３２

切き
り

妻づ
ま

造づ
く
り

書
物
を
半
ば
開
い
て
伏
せ
た
形
の
屋
根
を
持
つ
建
物
。

入い
り

母
屋

も

や

造づ
く
り

屋
根
の
上
部
が
切
妻
造
で
、
下
部
が
寄
棟
造
り
の
屋
根

の
建
物
。

寄よ
せ

棟む
ね

造づ
く
り

四
方
向
の
勾
配
を
持
つ
屋
根
を
持
つ
建
物
。

本ほ
ん

殿で
ん

神
社
の
中
心
施
設
で
、
心
霊
の
住
ま
う
場
所
。

拝は
い

殿で
ん

礼
拝
を
行
う
た
め
に
本
殿
の
前
に
設
け
る
場
所
。

幣へ
い

殿で
ん

本
殿
と
拝
殿
の
間
に
あ
り
、
供
物
を
供
え
る
場
所
。

覆お
お
い

屋や

本
殿
等
を
保
護
す
る
た
め
に
覆
う
建
物
。

平
入

ひ
ら
い
り

屋
根
の
一
番
高
い
所
が
、
水
平
な
棟
に
平
行
な
面
に
入
口
が

あ
る
建
築

妻
入

つ
ま
い
り

切
妻
造
や
入
母
屋
造
の
側
面
の
三
角
形
の
壁
面
に
出
入
り
口

を
設
け
て
、
そ
の
部
分
を
正
面
と
す
る
建
築

流
造

な
が
れ
づ
く
り

切
妻
造
・
平
入
に
そ
り
を
付
け
て
、
前
を
延
ば
し
て
向
拝
と

す
る
神
社
本
殿
。

春か
す

日が

造づ
く
り

切
妻
造
・
平
入
の
正
面
に
廂
屋
根
を
設
け
る
神
社
本
殿
。

権
現

ご
ん
げ
ん

造づ
く
り

本
殿
と
拝
殿
を
前
後
に
並
べ
、
そ
の
間
を
直
交
す
る
屋
根

で
つ
な
ぐ
神
社
建
築
様
式
。

破は

風ふ
う

日
本
建
築
で
屋
根
の
切
妻
に
つ
い
て
い
る
装
飾
版
。

向
拝

こ
う
は
い

社
殿
や
仏
堂
の
正
面
階
段
の
上
に
張
り
出
し
た
ひ
さ
し
の
部

分
。
参
拝
者
の
礼
拝
す
る
所
。

身
舎

し
ん
し
ゃ

日
本
建
築
で
使
わ
れ
る
空
間
名
称
、家
屋
の
主
と
な
る
部
分
。

摂
社

せ
っ
し
ゃ

本
社
に
縁
の
深
い
神
を
祀
っ
て
い
る
神
社
。

末
社

ま
っ
し
ゃ

本
社
に
付
属
す
る
小
さ
な
神
社
。

文
化
財
基
本
用
語
解
説

宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

供
養
塔
・
墓
碑
塔
の
一
つ
。
名
称
は
元
々
、
宝
篋
印
陀

羅
尼
経
を
納
め
た
塔
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
由
来
す
る
。

五ご

輪
塔

り
ん
と
う

立
方
体
や
球
形
、
三
角
形
の
五
つ
の
石
材
か
ら
な
る
塔
。

各
々
が
仏
教
概
念
の
「
五
大(

地
・
水
・
火
・
風
・
空)

」
を
表
す
。

石
幢

せ
き
ど
う

六
角
又
は
八
角
の
柱
状
の
石
塔
。
各
面
に
仏
像
や
仏
塔
を
刻

む
。

格こ
う

座
間

ざ

ま

仏
壇
や
石
塔
の
一
部
に
彫
ら
れ
た
特
殊
な
装
飾
。
花
頭
状

の
図
柄
が
多
い
。

棟
札

む
な
ふ
だ

建
物
の
新
築
・
修
理
な
ど
に
際
し
、
施
主
や
工
事
関
係
者
の

名
前
と
建
築
年
月
日
や
起
請
文
な
ど
を
墨
書
し
て
棟
木
に
打
ち
つ
け

る
木
札
。

伽が

藍ら
ん

寺
院
の
建
築
物
の
呼
び
名
。
あ
る
い
は
寺
院
の
建
物
群
を
指
す
。

丸ま
る

瓦が
わ
ら

半
円
筒
形
の
瓦
。

平ひ
ら

瓦が
わ
ら

長
方
形
で
、
横
断
面
が
弧
状
に
な
る
瓦
。

本ほ
ん

瓦が
わ
ら

葺ぶ
き

平
瓦
と
丸
瓦
を
交
互
に
用
い
て
葺
い
た
屋
根
。

桟さ
ん

瓦が
わ
ら

現
在
見
る
一
般
的
な
瓦
の
名
称
。
丸
瓦
と
平
瓦
が
一
体
と
な

っ
た
瓦
、
方
形
で
中
央
部
が
膨
ら
み
、
波
状
に
な
っ
て
い
る
。

薬や
く

医い

門も
ん

城
門
の
形
式
の
一
つ
。
切
妻
屋
根
に
本
柱
と
控
え
柱
が
前

後
に
並
び
立
つ
も
の
。

絹
本

け
ん
ぽ
ん

著
色

ち
ゃ
く
し
ょ
く

絹
地
に
書
か
れ
た
着
色
さ
れ
て
い
る
絵
画
又
は
書
物
。

紙し

本ほ
ん

著
色

ち
ゃ
く
し
ょ
く

紙
地
に
書
か
れ
た
着
色
さ
れ
て
い
る
絵
画
又
は
書
物
。

切
金

き
り
が
ね

蒔
絵
の
装
飾
技
法
の
一
つ
で
、
金
銀
の
薄
い
延
板
を
細
か
く

切
り
、
蒔
絵
の
上
に
漆
で
は
り
つ
け
た
も
の
。

金
泥

き
ん
で
い

金
粉
を
膠
（
に
か
わ
）
に
混
ぜ
て
塗
料
と
し
た
も
の
。

表ひ
ょ
う

装そ
う

文
書
や
絵
画
な
ど
に
布
ま
た
は
紙
を
貼
っ
て
、
巻
物
・
掛
物

な
ど
を
作
り
上
げ
る
こ
と
。

坐ざ

像ぞ
う

座
っ
て
い
る
姿
の
像
。
立り

ゅ
う

像ぞ
う

：
立
っ
て
い
る
姿
の
像
。

如
来

に
ょ
ら
い

仏
の
尊
称
で
、
修
行
を
完
成
し
悟
り
を
開
い
た
人
の
こ
と
。

菩ぼ

薩さ
つ

自
ら
悟
り
を
求
め
る
と
と
も
に
、
他
の
人
々
も
悟
り
が
開
け

る
よ
う
に
修
行
す
る
聖
者
の
こ
と
。

丈じ
ょ
う

六
仏

ろ
く
ぶ
つ

仏
身
（
一
丈
六
尺:

約
四
・
八
ｍ
）
と
同
じ
大
き
さ
で
造
ら

れ
た
仏
像
。
坐
像
の
場
合
は
八
尺
（
二
・
四
ｍ
）
も
し
く
は
九
尺

（
二
・
七
ｍ
）
程
の
大
き
さ
に
な
る
。

懸か
け

仏ぼ
と
け

円
板
に
神
像
・
仏
像
を
半
肉
彫
り
に
鋳
造
し
た
り
線
刻
し
、

内
陣
な
ど
に
か
け
て
拝
ん
だ
も
の
。

狛
犬

こ
ま
い
ぬ

神
社
の
社
殿
の
前
な
ど
に
お
か
れ
る
守
護
獣
の
像
。
普
通
の

狛
犬
と
一
角
を
持
つ
獅
子
の
姿
を
持
つ
獅
子
の
一
対
で
造
ら
れ
る
。

阿あ

吽う
ん

寺
院
山
門
の
仁
王
や
狛
犬
な
ど
の
顔
相
で
一
方
は
口
を
開

き
、
他
方
は
口
を
閉
じ
る
も
の
。

梵ぼ
ん

鐘し
ょ
う

寺
院
で
も
ち
い
る
釣
鐘
の
名
称
。

庚
申

こ
う
し
ん

会え

庚
申
の
夜
、
青
面
金
剛
や
帝
釈
天
を
祀
り
寝
な
い
で
徹
夜

し
、
体
の
中
に
い
る
三
尸
と
い
う
虫
が
、
天
に
昇
っ
て
罪
を
告
げ
る

の
防
ぐ
信
仰
。

庚
申
塔

こ
う
し
ん
と
う

道
教
思
想
に
由
来
す
る
庚
申
信
仰
に
基
づ
く
石
塔
の
こ
と

で
、
庚
申
講
を
三
年
一
八
回
続
け
た
記
念
に
建
立
さ
れ
る
。

青
面
金
剛

せ
い
め
ん
こ
ん
ご
う

中
国
の
道
教
思
想
に
由
来
し
、
日
本
の
庚
申
信
仰
で
独

自
に
発
展
し
た
尊
像
。

名み
ょ
う

号ご
う

仏
・
菩
薩
の
名
前
や
尊
号
の
こ
と
。

聖
教

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

釈
尊
の
説
い
た
教
え
や
そ
れ
を
記
し
た
経
典
。




